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◀「ペットボトルロケット飛ばし大会」の様子 

西部地区社協だより 
回覧 

 

第２７９号 ２０２２年６月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：西中学校 美術部 増田
ま す だ

 彩
いろ

花
は

 さん 一押しの一枚 

『ペットボトルロケット作り教室』 

4月 2日（土）榎前町で「ペットボトルロケット作り教室」が開催されま

した。参加した榎前子ども会の親子は、それぞれよく飛ぶように考えたり、

好きな絵を描いたりして工夫をこらしていました。 

手作りしたロケットは７０基、4月 17日（日）に行われた「せせらぎ・

れんげまつり」の「ペットボトルロケット飛ばし大会」で飛ばして楽しみま

した。子どもたちは、自分のロケットを飛ばして大喜び、大変盛り上がりま

した。 
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 箕輪福祉委員会では、令和 3年度に西部地区社協の見守り活動推進事業の推進

指定を受け、1年を通して見守り活動の内容の見直しと改善に取り組みました。

今回は、その取り組み内容の一部を紹介します。 

箕輪福祉委員会では、毎年の防災訓練で安否確認訓練を実施し、地図上で避難時

に支援を要する人の所在確認を行うなど、災害時の対応にも取り組んできました。 

今回は、日常的な見守り活動の状況を福祉委員会で情報共有するため、対象者宅

を訪問し、直接話をすることで普段の生活状況を知ることができました。この取り

組みを通じて、町内の各団体との情報共有ができ、今後の見守り活動の内容につい

て検討する良い機会となりました。 

 

見守り推進会議の開催 

定期的に見守り推進会議を開催し、民生

委員や老人クラブ、婦人防火クラブなどが

実施している見守り活動の状況を共有し、

課題の整理をしました。その中で、コロナ

禍で民生委員の訪問が減っていることや、

見守り対象者の情報が更新されていないこ

とが明らかになりました。 

 

課題への取り組み 

まずは、避難行動要支援者登録台帳を基に、見守り対象者の台帳の更新を行い

ました。次に、見守り対象者の困りごとを把握するために、対象者の自宅を訪問

し、生活実態調査（アンケート）を実施するとともに、避難行動要支援者登録を

する際に配布される安心キットの情報が最新のものになっているかどうかの確認

を行いました。 

また、全戸対象の町内防災支援アンケートを実施し、避難行動要支援者登録を

していない住民で災害時が支援を必要とされる人の把握をしました。 

その他にも、敬老祝品を配布する際に、地域の相談窓口カードを同封し、困り

ごとの相談先の周知にも努めました。 

 

西部地区社協見守り活動推進事業実施報告 

～箕輪福祉委員会の取り組み～ 

見守り推進会議の様子 

防災図上訓練の様子 防災訓練の様子 
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